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まず花粉症の治療薬というと非鎮静性の抗ヒスタミン薬を用います。
非鎮静性とは一般的に眠くなりにくいと言われている成分です。
例えばロラタジン、フェキソフェナジン、セチリジン、エピナスチン、ベポタスチンなどの
成分がありますが、医療用医薬品でも市販薬でも有効性や安全性は変わりません。
いずれも医療用医薬品と市販薬は全く同じ薬です。
そのため市販薬であっても医療用と同じ水準での治療が可能と考えられます。

では何が異なるかと言うと、『制限』が違います。
市販薬は医療用と比べて『強めの制限』が設けられています。
例えば、エピナスチンやベポタスチンは市販薬では自動車の運転は禁止となっています。
しかし、医療用では『注意すること』となっており禁止にはなっていません。
これは専門家の指導なしでもリスクを抑えて使えるように安全に配慮しているからです。

市販薬でも十分に治療は行えますが、市販薬はインターネット販売など医師・薬剤師を介さず
に購入できるため、『強めの制限』が設けられている。ということを知っておきましょう。
初めて市販薬を購入する際は、インターネットではなく店頭で一度は薬剤師に相談してご自身
にあった薬剤を選択することをお勧め致します。
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花粉症で良く使用する薬剤で抗ヒスタミン薬と呼ばれるものがあります。
この成分を含む薬剤は市販薬としても非常に多くの種類が販売されています。

クリニックなどで処方される医療用医薬品と何が違うのでしょうか。
花粉症治療の第一選択として用いられる薬剤の一例を紹介致します。
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